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公共事業により実施された沿岸域整備や改修結果を、住民により評価することが求められる時代に

なりました。あいまいな住民の気持ちをとらえ、正確な評価を行なうのは容易ではありません。しかし、
住民の感性のあいまいさを利用する感性工学という評価手法を用いることにより定量的な評価が可能
となります。

感性工学の定義：「感性を設計の具体的な内容に置換する技術」
つまり、人間が持っている感性を把握して、それを物理量に置き換えてデザイ

ンスペックに表現し、全体としての設計を実現する工学的手法である。
《広島国際大学 人間環境学部長 長町三生教授》

感性工学の定義：「感性を設計の具体的な内容に置換する技術」
つまり、人間が持っている感性を把握して、それを物理量に置き換えてデザイ

ンスペックに表現し、全体としての設計を実現する工学的手法である。
《広島国際大学 人間環境学部長 長町三生教授》 感性商品

特徴① 住民の感性構造が把握できます
住民参加・合意形成を行なううえで最も重要な要素は住民の感性構造を把握す

ることです。感性工学手法によるアンケートを行い、定量的に把握することが難しい
とされている住民感性構造を把握します。

特徴① 住民の感性構造が把握できます
住民参加・合意形成を行なううえで最も重要な要素は住民の感性構造を把握す

ることです。感性工学手法によるアンケートを行い、定量的に把握することが難しい
とされている住民感性構造を把握します。

特徴② 住民の感性の視覚化が可能
得られたアンケート結果を分析し、散布図にすることで住民感性の視覚化が可

能です。視覚化を行なうことで、感性構造がより具体的に把握できます。

特徴② 住民の感性の視覚化が可能
得られたアンケート結果を分析し、散布図にすることで住民感性の視覚化が可

能です。視覚化を行なうことで、感性構造がより具体的に把握できます。

因子 1 2 3
実用的な 0.969 -0.018 -0.081
整備された 0.961 -0.147 0.127
まとまりのある 0.902 -0.086 0.149
歴史を感じる -0.829 0.580 -0.124
釣りのしたくなる 0.829 0.364 -0.535

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

生き物が棲んでいそうな -0.173 0.965 -0.250
自然と調和した -0.272 0.934 0.218
空間にとけ込んだ 0.257 0.801 -0.003
親しみのある 0.205 0.788 0.084

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

特徴のある 0.076 0.053 0.915
個性的な 0.108 0.096 0.885
変化に富んだ 0.076 0.119 0.869

 固有値 13.138 3.397 1.932
 寄与率 （％） 59.72% 15.44% 8.78%

累積寄与率（％） 59.72% 75.16% 83.94%

特徴がある

重相関係数
重相関係数の２乗

アイテム カテゴリ
①　垂直ー１

②　垂直ー２
③　斜め-直
④　斜め-曲

⑤　階段
①　コンクリート

②　ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞﾛｯｸ-1
③　ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞﾛｯｸ-2

④　石
⑤　タイル

①　あり
②　なし
①　なし

②　あり
①　90度

②　60度～90度
③　30度～60度

④　　0度～30度
①　低
②　中

③　高
①　あり

②　なし
①　あり

②　なし
①　　　～30％　
②　30～50％

③　50～60％
④　60％～

①　空
②　都市

③　山
④　生活空間
⑤　緑

①　近づける
②　近づけない

①　観光地
②　住宅地

③　道路沿い・島裏側
①　満ち潮

②　引き潮13 潮の干満

12 集人力

11 親水性

10 風景

9 占有率

8 付着物

7 水面

6 護岸高さ

5 傾斜

4 手すり

3 前面

2 表面素材

1 形状

特徴がある
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特徴③ 住民の感性を設計要素に翻訳
多変量解析を行ない、住民感性と設計要素の翻訳を行ないます。

影響の強い、住民感性と設計要素の関係を分析することで、住民合意形成をさら
に効果的に推進します。

特徴③ 住民の感性を設計要素に翻訳
多変量解析を行ない、住民感性と設計要素の翻訳を行ないます。

影響の強い、住民感性と設計要素の関係を分析することで、住民合意形成をさら
に効果的に推進します。

ユーティリ
ティー因子

環境調
和性因

子

感性工学手法による住民参加型事業は、住民自身による事業評価を通して事業終了後も途切れるこ感性工学手法による住民参加型事業は、住民自身による事業評価を通して事業終了後も途切れるこ

となく続きます。となく続きます。公共事業の評価を住民の感性で行なう公共事業の評価を住民の感性で行なうことができ、改善点の発見に至ります。ことができ、改善点の発見に至ります。
学会発表実績 「感性工学手法を用いた護岸評価に関する基礎的研究」 第 ４ 回日本感性工学会（2002）

「河川護岸の景観評価に関する研究」 第54回土木学会中国支部大会（1999）

理解度5 変化をつくる

理解度4 アイデア提供

理解度3 自我関与

理解度2 疑問解消

理解度1 情報提供

ＰＩとは、「行政施策の立案等に際して、一
般の方々にも施策形成の過程に参加い
ただいて、より民意を反映した施策の現
実を図る手法」

《国土交通省関東地方整備局》

ＰＩとは、「行政施策の立案等に際して、一
般の方々にも施策形成の過程に参加い
ただいて、より民意を反映した施策の現
実を図る手法」

《国土交通省関東地方整備局》

港湾護岸や河川護岸について、感

性工学手法によるアンケートを実施し、
住民感性構造を把握し、景観評価を
行なえます。

また、住民感性をデザイン要素に
翻訳することで景観設計も可能となり
ます。

住民の感性情報をデータベース化
することで、アンケートの実施時間の
短縮・実施会場の自由化が可能です。
KANSEI Systemを用いることで、よ

り多くの住民の協力を得やすくなりま
す。

また、感性に近い写真サンプルを

表示するなどの、創造支援ツールとし
ても活躍します。

感性工学手法による評価・住民感
性調査を実施することで、より効果的
な住民参加を促し、住民合意形成を
図ることができます。

沿岸域におけるPublic Involvement
～感性工学手法を用いて～


